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エラーの後に、待ち受けるものは・・・ 失点です

相手初回の攻撃に完
敗！

５／９（土）金井公園野球場にて、ワイルドピッチとKSC予選第３節を行った。前日の豪雨の影響によ
る、グランドコンディションが気になったが、ぬかるんではいるものの、まあまあのコンディションで今
日のゲームは始まった。今日の先発は、主将政司、何と今期初先発である。先頭打者を際どい三塁線２
ベースを打たれ、いきなりのスコアリングポジション。しかし、後続を二ゴロで打ち取り、１アウト３塁、
１点は覚悟したものの、その後、３連続安打とエラーと四球が重なり、初回に５点を献上する幕開けと
なった。振り返ってみると、この５点が重く圧し掛かり、今日のゲームは決まった。しかし、主将の言葉
のように、「打たれる事は、相手打者が上手かった」と表現する彼の言葉を私も同様に感じるので、今日
のゲームに関しては、相手打線が１段上であったと感じるゲームであった。しかし、そうは言っても、我
がチームにもチャンスはあった。２回の攻撃、先頭の深沢が安打で出塁、その後、２盗塁、続く打者が、
四球・安打とノーアウト満塁と絶好の大量得点のチャンス、打者は、泉、２－２と追い込まれるも、２つ
のボールを見極め、押出しの四球にて先制、続く打者は今期未だノーヒットの政司、その彼も粘り、今期
初の左前安打を放ち、２点を返した。以前、ノーアウトでイケイケ状態であったが、１、２、３番が凡打
で終わり、３点止まりであった。今日のキーワードは、次のとおり。
打つ・見る・積極性・気迫が、良い選球眼に繋がり、好球必打になる。消極的に選球しても、相手投手に
は、気迫が繋がらない。自身を持って、打席に入り、気迫で安打を捥ぎ取ろう！但し力まずにね・・・


